
 

野菜部門    平成 18 年度試験研究主要成果 

６．ハクサイ黄化モザイク病の種子伝染（情報） 

［要約］ 

ハクサイ黄化モザイク病は種子伝染し，罹病株から採種した種子は次作の

伝染源となる。 

研究室名 病虫研究室 連絡先 086-955-0543 

［背景・ねらい］ 

平成 17 年 11 月，本県で新発生を確認したハクサイ黄化モザイク病（病原ウイ

ルス：Turnip yellow mosaic virus：ＴＹＭＶ）のハクサイでの感染経路を明ら

かにする。 

 

［成果の概要・特徴］ 

１．罹病株から採種した種子を播種したところ，本葉３枚展葉期の苗で，本葉の

黄化モザイク症状が認められた（図１）。病葉からは、電子顕微鏡で観察する

と本ウイルス粒子が検出された（表１）。これらのことから、本病は種子伝染

することが明らかになった。 

２．ハクサイ黄化モザイク病の種子伝染は野生植物のナガミノアマナズナ，シロ

イヌナズナ等で確認されているが，ハクサイでの確認は初めてである。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．本ウイルスの伝染は種子伝染の他にハムシ類による媒介，接触伝染が報告さ

れている。  
２．罹病苗からの定植時の２次伝染を防ぐため，罹病苗は速やかに抜き取り、土

中に埋設するか袋などに密封して処分する。           



 

［具体的データ］ 

 

図１ 種子伝染により発病したハクサイ苗の 

黄化モザイク症状 

 

 

図２ ウイルスの粒子（白線の長さは 30nm） 

 

表１ ハクサイ黄化モザイク病の種子伝染率 

供試種子 z) 
播種 
種子数 

発芽 
種子数 

発病 
苗数 

種子 
伝染率(%) 

Ａ 240 188 0 0 
Ｂ 240 183 3 1.6 
Ｃ 240 211 4 1.9 
Ｄ 240 181 4 2.2 

無接種 240 195 0 0 
z病原ウイルス分離菌株（Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ）を接種したハクサイ株及び無接種の株

から採種した種子  
［その他］  
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